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下房　桃菴

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
で
下
り
て
ゆ
く
君

（
松
江
）
森
廣
　
典
子

三
割
引
き
に
な
ら
ぬ
コ
ロ
ッ
ケ

（
浜
松
）
尾
内
　
以
太

笑
い
に
変
え
る
ツ
ッ
コ
ミ
の
ワ
ザ

（
出
雲
）
野
村
　
明
子

下
り
が
恐
い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

（
益
田
）
吉
川
　
洋
子

記
念
写
真
で
目
を
つ
む
る
ク
セ

（
松
江
）
水
野
貴
美
子

　
昨
年
ま
で
の
「
連
歌
甲
子
園
」

を
発
展
さ
せ
た
新
企
画
「
さ
ん

い
ん
ユ
ー
モ
ア
連
歌
大
賞
」
の

第
１
回
―
。
多
く
の
す
ば
ら
し

い
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
つ
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
一
般
の
部
、
課
題
２
で
は
、

江
津
市
の
花
田
美
昭
さ
ん
の

句
が
、
審
査
員
の
絶
賛
を
浴
び

て
、
文
句
な
し
の
大
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
前
句
か
ら
「
行
楽
」

を
連
想
し
た
句
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
「
か
か

し
」
を
か
ら
ま
せ
た
美
昭
さ
ん

の
句
作
り
に
は
、
わ
た
し
た
ち

一
同
、度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。

「
海
」
―
「
山
」
―
「
田
」
と

い
う
連
想
も
お
も
し
ろ
い
で
す

ね
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
は
、
課
題

１
の
大
賞
が
、
審
査
員
全
員
の

賛
同
で
、
甲
南
高
の
大
迫
陶
冶

君
に
決
定
し
ま
し
た
。
「
届
か

ぬ
バ
ッ
ト
」
だ
け
な
ら
平
凡
な

ア
イ
デ
ア
で
す
が
、そ
れ
に
「
響

く
サ
イ
レ
ン
」
と
続
け
て
対
句

に
仕
立
て
た
表
現
力
は
天
才

的
。
こ
の
下
七
が
も
し
「
試
合

終
了
」
と
で
も
あ
っ
た
ら
、
ま

っ
た
く
つ
ま
ら
な
い
句
に
な
っ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
陶
冶
君
は
実
は
、前
身
の
「
連

歌
甲
子
園
」
か
ら
３
年
連
続
の

入
賞
で
す
。
そ
れ
に
、
も
う
ひ

と
り
、
課
題
２
で
入
賞
し
た
、

日
大
三
島
高
の
鈴
木
春
菜
さ
ん

も
、
同
じ
く
３
連
勝
。
こ
の
二

人
に
つ
い
て
は
、
一
審
査
員
か

ら
思
わ
ず
、
「
留
年
し
て
く
れ

ん
か
な
ア
」
と
い
う
た
め
息
が

漏
れ
た
ほ
ど
で
す
。

　
私
は
そ
ん
な
失
礼
な
こ
と
は

申
し
ま
せ
ん
が
、
高
校
生
の
み

対
象
の
「
甲
子
園
」
か
ら
、
一

般
人
を
含
め
た
「
ユ
ー
モ
ア
大

賞
」
に
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た

ナ
と
、
今
つ
く
づ
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
課
題
も
残
り
ま

し
た
。
す
ば
ら
し
い
作
品
が
集

ま
っ
た
反
面
、
応
募
句
数
は
、

残
念
な
が
ら
、
私
た
ち
の
予
想

を
は
る
か
に
下
回
り
ま
し
た
。

特
に
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
極
端
に

少
な
く
、
佳
作
を
選
ぶ
だ
け
の

余
裕
も
な
く
、
お
約
束
を
破
っ

た
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
点
、
深
く
お
わ
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
来
年
は
、
課
題
の
出
し
か
た

や
募
集
の
し
か
た
も
工
夫
し

て
、
よ
り
充
実
し
た
企
画
と
な

る
よ
う
、
私
た
ち
も
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
ま
す
ま
す
ご
協

力
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

桃
が
ど
ん
ど
ん
流
さ
れ
て
い
く

（
邇
摩
高
２
年
）
渡
邊
　
依
吹

半
熟
た
ま
ご
固
ゆ
で
と
な
り

（
開
星
中
２
年
）
田
中
　
美
陽

バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
の
半
袖
の
シ
ャ
ツ

（
開
星
高
３
年
）
今
岡
　
志
音

爺
の
話
と
婆
の
相
槌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
星
高
１
年
）
平
田
　
明
裕

魚
は
逃
げ
る
エ
サ
は
取
ら
れ
る

（
開
星
高
３
年
）
宍
戸
　
　
満

※
一
部
添
削
し
た
句
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大
縄
跳
び
で
一
人
つ
ま
ず
く

（
埼
玉
・
越
谷
）
西
村
　
勇
介

年
甲
斐
も
な
く
す
る
ハ
イ
タ
ッ
チ

（
安
来
）
角
森
　
怜
子

急
ぐ
と
き
ほ
ど
か
か
る
信
号（

益
田
）
可
部
　
章
二

美
人
が
入
社
オ
レ
は
退
職

（
埼
玉
・
所
沢
）
小
松
崎
有
美

思
い
が
け
な
い
独
唱
と
な
り（

出
雲
）
放
ヒ
サ
ユ
キ

世
が
世
で
あ
れ
ば
オ
レ
が
将
軍

（
出
雲
）
吾
郷
　
寿
海

生
ま
れ
て
み
れ
ば
前
の
夫
似（

江
津
）
岡
本
美
津
子

夏
の
終
わ
り
に
届
く
エ
ア
コ
ン

（
埼
玉
・
所
沢
）
栗
田
　
　
枝

二
度
も
畳
の
ヘ
リ
に
つ
ま
ず
く

（
松
江
）
岩
田
　
正
之

奪
え
な
か
っ
た
キ
ミ
の
唇

（
福
島
・
い
わ
き
）
堀
　
　
　
卓

県
外
の
ナ
ン
バ
ー
ず
ら
り
道
の
駅

（
浜
田
）
勝
田
　
　
艶

身
一
つ
で
西
へ
東
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
益
田
）
石
田
　
三
章

肩
で
息
し
な
が
ら
受
け
る
勝
ち
名
乗
り

（
雲
南
）
錦
織
　
博
子

人
間
が
勝
手
に
決
め
る
傲
慢
さ

（
静
岡
・
伊
東
）
杉
山
ふ
み
こ

退
職
金
は
た
い
て
買
っ
た
キ
ャ
ン
プ
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
南
）
塩
田
美
代
子

ス
キ
ュ
ー
バ
と
ス
カ
イ
ダ
イ
ブ
の
二
刀
流

（
兵
庫
・
明
石
）
原
　
　
薫
二

そ
れ
ぞ
れ
に
対
抗
し
て
る
赤
い
丸

（
益
田
）
竹
内
　
良
子

先
生
は
課
外
授
業
で
ぐ
っ
た
り
し

（
安
来
）
根
来
　
正
幸

カ
ッ
コ
イ
イ
ぼ
く
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス

（
美
郷
）
芦
矢
　
敦
子

カ
レ
ン
ダ
ー
ど
お
り
に
い
か
ぬ
夏
休
み

（
松
江
）
花
田
真
理
恵

あ
り
が
た
や
深
く
て
高
き
父
母
の
恩

（
千
葉
・
木
更
津
）
安
田
　
清
一

お
隣
の
家
族
旅
行
は
月
だ
っ
て

（
松
江
）
林
谷
　
悦
子

人
生
は
片
道
切
符
の
長
い
旅（

松
江
）
澄
川
　
克
治

と
り
あ
え
ず
梅
お
む
す
び
を
用
意
す
る

（
松
江
）
川
津
　
　
蛙

爺
さ
ん
は
緊
張
続
く
孫
の
世
話

（
出
雲
）
櫛
井
　
伸
幸

　
日
本
古
来
の
歌
の
か
た
ち
「
連
歌
」

を
多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
山
陰
中
央
新
報
社
が
今
年
創
設
し

た
「
さ
ん
い
ん
ユ
ー
モ
ア
連
歌
大
賞
」

（
後
援
・
島
根
大
「
や
み
つ
く
ば
会
」）

の
受
賞
作
が
決
ま
っ
た
。
大
賞
は
、
一

般
の
部
課
題
１
で
神
奈
川
県
横
須
賀
市

の
須
山
恵
美
さ
ん
（
�
）
、
課
題
２
で
、

江
津
市
の
花
田
美
昭
さ
ん
（�
）が
そ
れ

ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

　
高
校
生
、
高
専
生
に
中
学
生
以
下
を

参
加
対
象
に
加
え
た
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の

大
賞
は
、
課
題
１
が
鹿
児
島
県
・
甲
南

高
３
年
の
大
迫
陶
冶
さ
ん
、
課
題
２
は

松
江
市
・
開
星
高
２
年
の
松
本
愛
加
さ

ん
に
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
。

　
同
賞
は
、
昨
年
ま
で
の
「
全
国
高
校

生
連
歌
選
手
権
大
会
（
愛
称
・
連
歌
甲

子
園
）
」
を
衣
替
え
。
一
般
の
部
に
６

６
３
句
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
�
句
が
寄

せ
ら
れ
た
。
両
部
と
も
１
課
題
に
つ
き

大
賞
１
句
、
優
秀
賞
５
句
を
選
考
。
一

般
の
部
は
佳
作
�
句
も
決
め
た
。
大
賞

に
は
５
千
円
分
、
優
秀
賞
に
は
千
円
分

の
図
書
カ
ー
ド
を
贈
る
。

■
委
員
長

　
下
房
　
桃
菴

　
　
（
松
江
市
・
島
根
大
名
誉
教
授
）

■
委
員

　
小
豆
澤
悦
子

（松
江
市
・
レ
ッ
ツ
連
歌
挿
絵
担
当
）

　
石
川
ア
キ
オ

　
　
　
　
　
（
浜
田
市
・
嘱
託
職
員
）

　
植
田
　
延
裕

　
　
　
　
（松
江
市
・
バ
ス
運
転
士
）

　
黒
田
　
　
光

　
　
　
　
　
　
　
（益
田
市
・
詩
人
）

　
山
﨑
ま
る
む

　
　
（松
江
市
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

　
要
木
　
木
純

　
　
　
　
（松
江
市
・
島
根
大
教
授
）

　
‖
委
員
は
五
十
音
順
、
敬
称
略
‖

国
民
が
休
み
だ
ろ
う
と
部
活
動

（
開
星
高
３
年
）
蒲
生
　
大
智

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
乱
高
下

（
開
星
高
３
年
）
小
村
　
慎
吾

人
生
は
時
に
試
練
が
待
ち
受
け
て

（
開
星
高
３
年
）
細
田
　
莉
沙

約
束
を
破
っ
て
父
は
ヌ
ケ
ヌ
ケ
と

（
開
星
中
２
年
）
鎌
田
　
直
希

あ
り
が
た
き
自
然
の
幸
に
手
を
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
・
日
大
三
島
高
３
年
）
鈴
木
　
春
菜
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